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第
21
回
作
家
展

前
期
展
示
作
品

会
期
／
前
期
　
平
成
24
年
10
月
12
日
（
金
）
〜
10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
後
期
　
平
成
24
年
10
月
19
日
（
金
）
〜
10
月
24
日
（
水
）

会
場
／
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

主
催
／
日
本
盆
栽
作
家
協
会

盆
栽
は
作
家
な
く
し
て
作
品
な
し

作
品
な
く
し
て
芸
術
な
し

盆
栽
は
、
十
年
手
元
に
持
つ
と
、
真
に
自
分
の
「
作
品
」
と
な
り

ま
す
。
十
年
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
最
低
で
も
五
年
は
手
元
に
持
っ

て
自
分
の
「
作
品
」
と
し
て
愛
情
を
か
け
て
欲
し
い
。

そ
れ
く
ら
い
心
の
余
裕
が
無
く
て
は
、
楽
し
さ
が
わ
い
て
こ
な
い
し
、

心
の
眼
も
、
真
の
審
美
眼
も
開
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
作
家
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
ち
、
個
性
的
な
作
意
と

創
意
で
作
る
。
そ
こ
で
初
め
て
芸
術
た
り
う
る
も
の
が
誕
生
す
る

の
で
す
。

日
本
盆
栽
作
家
協
会
は
、
盆
栽
界
の
発
展
の
た
め
に
真
の
盆
栽
の

「
作
家
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 21 回 作家展 （於：大宮盆栽美術館）
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米栂（こめつが）　米沢増雄
米栂の自生地と言えば、すぐにも八ヶ岳周辺の立山や美ヶ原

（長野県）、また欅平（富山県）等を思い浮かべ、まことに清々
しい景色に、気持も晴れやかになります。本盆栽の根張りや
枝配りなどは、30 年以上の歳月を重ねて作り上げたもので、
この姿が、本樹種の自生地を彷彿とさせてくれます。

山茶花（さざんか）
山田登美男　
椿は、古来神聖な樹木として崇め
られてます。特に梅に先駆けて咲
くツバキ科の一品種である山茶花
は、地方によっては寒椿が咲いた
と喜ばれています。この椿は、個
性的な美しい曲線の幹模様と、鉢
の中で長い歳月をかけて培養を重
ねた古さを備え、貴重な品格をもっ
ています。



五葉松　須藤雨伯
盆栽の美は、一木一姿
につきると考えます。
この盆栽は先代より受
け継いだもので、私が
五十年丹精した作品で
す。以前は主幹の根元
より四本の小幹が立ち、
五幹の株でしたが、主
幹が太くなり、立上り
に力強さを感じた時に
単幹としました。盤状
の根張りより立上る、
幹の力強い姿に古木の
風格を感じ、一の枝の
流れ下る姿に松の風情
を観ています。

真柏　吹田勇雄
真柏の魅力と言えば、生
と死の狭間、つまりジン
やシャリ、そして、水吸
いと呼ばれる生きた幹と
の対照にあります。出品
樹にはそうした厳しさは
少ないのですが、鉢の中
での長い培養による古さ
があり、また枝の流れに
特徴があります。今後は
枝の簡略を計り、真柏の
魅力をさらに追求したい
と考えています。

五葉松　阿部健一
私の盆栽は、近所の農家の庭で 60 年間庭木とし
て育てられたものです。これを譲り受け、鉢上げ
した後、35 年間盆養を続けて来ました。先代で
ある父、倉吉の教えは、盆栽の基本は「吾妻山の
自然樹から学べ」というものでした。その姿の中
に、自然らしさを表現する事が大切であるとの教
えです。この作品の中に、自然らしさを感じて頂
ければ幸いです。

花梨（かりん）　野上寿明
この花梨は、25 年ほど前に求めたものを、取
り木を行い、できるだけ枝を細かくするように、
常に心がけて作ったものです。

真弓　ロレンツォ・アニョレッティ（イタリア）
古木ならではの姿の厳しさと、これとは対照的に、たわわ
に実った可憐な実成りも、本樹にひとしおの風情を添えて
います。

五葉松　小林國雄
盆栽界では、黒松は「皮性」、五葉松は「葉性」と言
われるように、本樹も素晴らしい葉の性質を特徴とし
てもった樹です。また、盆栽の基本的な見どころであ
る根張りは、力強さと品格を兼ね備えています。

45 ※ 13 頁の後期展示作品へ続く

長寿梅　今井千春
第 84 回国風展出品樹。懸崖の枝が弱らないよう肥培、
葉刈りを繰り返し、現在に至ります。長寿梅ならでは
の小枝のほぐれや、歳月を重ねた古相感を鑑賞して頂
きたいと思います。
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私
が
清
香
園
で
修
行
中
（
四
十
八

年
前
）
の
頃
、
こ
の
業
界
は
扱
う
商

品
は
す
ば
ら
し
い
が
、
担
当
す
る
者

の
人
間
性
に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る

と
し
ば
し
ば
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
盆
栽
名
品
を
芸
術
と
い
う
割
に

は
国
風
展
な
ど
の
陳
列
で
も
作
家
名

が
無
く
、
表
示
さ
れ
る
の
は
蔵
者
名

と
い
う
点
は
、
私
自
身
妙
に
思
い
ま

し
た
。
今
時
点
も
変
わ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
し
、
プ
ロ
の
作
風
展
ま
で
も
最

近
、
蔵
者
名
で
陳
列
し
て
お
り
ま
す

こ
と
は
残
念
で
す
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
盆
栽
づ
く
り

に
は
先
見
力
が
不
可
欠
で
す
。
若
木

時
点
で
「
こ
の
樹
を
ど
う
作
ろ
う
？
」

と
考
え
、
10
年
後
20
年
後
、
さ
ら
に

は
50
年
後
を
脳
裏
に
描
く
。
そ
の
能

力
が
な
い
と
本
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
自
分
で
姿
を
つ
く
っ
て
、
こ

れ
な
ら
社
会
で
一
人
歩
き
で
き
る
姿

だ
か
ら
、
誰
に
買
っ
て
頂
い
て
も
楽

し
め
る
、
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
と
い

う
そ
こ
ま
で
い
っ
て
は
じ
め
て
そ
の

盆
栽
界
の
課
題

盆
栽
と
い
う
の
は
、
飾
っ
て
あ
る

樹
を
ち
ょ
っ
と
見
た
程
度
で
は
本
当

の
良
さ
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
樹
の
前

に
座
っ
て
長
い
時
間
向
き
合
っ
て
初

め
て
わ
か
る
も
の
。
１
時
間
で
飽
き

る
よ
う
な
盆
栽
は
大
し
た
こ
と
が
な

い
の
で
す
。

そ
う
い
う
盆
栽
を
作
る
に
は
、
足

し
算
よ
り
引
き
算
が
肝
心
。
足
し
算

で
作
り
上
げ
た
盆
栽
は
案
外
飽
き
ら

れ
ま
す
。
も
う
一
ラ
ン
ク
上
を
め
ざ

す
な
ら
一
旦
足
し
算
で
作
っ
た
も
の

を
再
び
マ
イ
ナ
ス
す
る
。
そ
れ
で
初

め
て
本
格
の
盆
栽
に
な
る
。
本
物
の

盆
栽
美
や
味
わ
い
が
生
ま
れ
る
。
マ

イ
ナ
ス
す
る
の
は
美
学
と
勇
気
と
精

緻
な
計
算
が
必
要
で
す
。

そ
の
一
方
、
真
剣
に
盆
栽
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
と
、
人
間
の
方
が
弱

い
で
す
か
ら
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
打

ち
の
め
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

樹
が
作
品
化
さ
れ
、
名
前
（
銘
や
作

者
名
）
が
つ
く
。
あ
る
い
は
お
金
に

な
る
。
そ
れ
こ
そ
が
本
物
の
作
家
で
、

当
然
、
そ
の
姿
に
は
作
者
の
盆
栽
理

念
や
美
学
・
感
性
、
果
て
は
人
間
性

ま
で
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
採
り
品
に
つ
い
て
も
、
回
し
台

に
乗
せ
て
ぐ
る
り
と
一
回
り
さ
せ
れ

ば
「
こ
こ
し
か
正
面
に
な
り
よ
う
が

な
い
」
と
い
う
正
面
が
見
い
だ
せ
る

も
の
で
す
。
そ
れ
が
見
切
れ
な
い
と

正
面
を
変
え
た
り
枝
の
振
り
を
変
え

た
り
、
迷
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
先
見
力
や「
見
切
る
」力
は
、

生
半
な
精
進
で
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
私
は
、
有
志

と
と
も
に
「
盆
栽
作
家
」
を
め
ざ
す

勉
強
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
れ
か

ら
ほ
ぼ
10
年
後
の
平
成
３
年
に
、
正

式
に
「
日
本
盆
栽
作
家
協
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
国
内
に
美
術
館
を
作

ろ
う
と
活
動
し
、
行
政
に
も
提
案
し
、

実
際
に
で
き
た
こ
と
も
そ
の
活
動
コ

ン
セ
プ
ト（
考
え
方
）の
一
環
で
し
た
。

そ
こ
で
自
分
自
身
手
軽
に
作
れ
て
楽

し
め
、
初
心
者
に
わ
か
り
や
す
い
盆

栽
も
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
「
彩
花

盆
栽
」
を
発
想
。
28
年
以
上
前
に
個

展
（
於
・
三
越
百
貨
店
）
を
開
き
ま

し
た
。
時
期
尚
早
で
そ
の
時
は
あ
ま

り
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

年
、
山
野
草
ブ
ー
ム
の
定
着
と
と
も

に
（
特
に
女
性
層
に
）
評
価
さ
れ
始

め
た
の
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
理
想
を
秘
め
た

盆
栽
な
の
で
す
か
ら
、
た
ず
さ
わ
る

側
の
人
間
も
そ
れ
に
近
づ
く
発
想
や

方
法
論
を
持
つ
べ
き
で
す
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
盆
栽
界
が
発
展
し
ま
せ
ん
。

今
後
、
各
自
が
持
ち
分
を
わ
き
ま

え
て
自
分
は
何
を
す
べ
き
か
、
大
き

く
言
え
ば
盆
栽
を
通
じ
て
社
会
に
何

が
貢
献
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

盆
栽
は
戸
外
で
日
を
浴
び
、
輝
い

て
い
る
姿
こ
そ
美
し
い
。
朝
日
に
輝

く
盆
栽
、
盆
栽
業
界
で
あ
り
た
い
で

す
ね
。

日本盆栽作家協会代表幹事

山田登美男

新しい盆栽界の展望と今昔

《BONSAI》

深
ミヤマカイドウ

山海棠



日本盆栽作家協会ヨーロッパ支部主催
2012 年 11 月 2 日〜 5 日

スペイン・ペニスコラ

Sakka-Ten 2012
—スペイン大会—

（右頁上）　�大会の模様がスペインの
盆栽雑誌に掲載されました。

（右頁下）　右から二人目 山田会長、
　　　 　左端 今井講師

（上・左）　デモンストレーション風景

地元テレビで大 会の模様が放映されました

ペニスコラの古いお城

展示会場

　

第
５
回
Ｎ
Ｂ
Ｓ
Ｋ
Ｅ
（
日
本
盆
栽
作
家
協
会
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
）
大
会
（
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ 

２
年
に
一

回
開
催
）
は
、
ス
ペ
イ
ン　

ペ
ニ
ス
コ
ラ
市
に
お
い

て
11
月
２
日
か
ら
５
日
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

無
事
に
大
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
ペ
ニ
ス
コ
ラ
市
の
ア
ン
ド
レ
ス
・

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
市
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
在
バ
ル
セ
ロ
ナ
日
本
国
総
領
事
の
淵
上
隆
先
生
、

日
本
盆
栽
作
家
協
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ　

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・

ア
ニ
ョ
レ
ッ
テ
ィ
会
長
と
続
き
、
最
後
に
作
家
協
会

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
名
誉
会
長
で
も
あ
る
山
田
登
美
男
会
長

が
日
本
盆
栽
作
家
協
会
を
代
表
し
て
挨
拶
と
床
の
間

飾
り
に
つ
い
て
講
義
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
本
協
会
の
派
遣
講
師
で
あ
る
今
井
千
春

氏
に
よ
る
、
連
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
講
義
と
懇
親
会
を
含
め
て
、
大
変

に
質
の
高
い
盆
栽
展
示
と
勉
強
会
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
盆
栽
界
の
発
展
に
希
望
を
感
じ
、
次
回
の
大
会

も
、
今
か
ら
楽
し
み
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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（日本盆栽作家協会講師）

　　今井 千春

★



日本盆栽作家協会　中国交流記
2012 年 9 月 28 日〜10 月 3 日

中国　広東省中山市

2012 中国盆景精品展

（右頁）開会式（上）展示作品　
（左上）展示作品の前にて 筆者
（左）海外招待講師によるデモンストレーション

（日本盆栽作家協会常任幹事）

　　　　　小林 國雄

２
０
１
２
年
９
月
初
旬
、
南
米
・
チ
リ
の

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
国
立
図
書
館
の
中
庭
に
、

盆
栽
博
物
館
が
で
き
た
。
設
立
の
中
心
に

な
っ
た
方
は
、
チ
リ
で
盆
栽
園
を
営
ん
で
い

る
、
ア
レ
ク
シ
ス
ビ
ダ
ル
氏
で
、
盆
栽
博
物

館
を
通
し
て
盆
栽
の
素
晴
ら
し
さ
を
啓
蒙
す

る
事
が
前
か
ら
夢
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

筆
者
は
、
彼
か
ら
招
待
さ
れ
、
開
館
式
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
、
そ
の
後
、
黒
松
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
協
力

団
体
と
し
て
、
日
智
文
化
協
会
、
チ
リ
国
立

図
書
館
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
日
本
人
会
、
文
部

省
、
日
本
大
使
館
、
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
が
後
援

し
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
日
本
人
会
の
会
館

や
ア
レ
ク
シ
ス
ビ
ダ
ル
氏
の
農
場
で
も
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

盆
栽
が
地
球
儀
で
見
る
、
日
本
の
真
下

ま
で
広
ま
っ
て
い
る
事
は
嬉
し
い
こ
と

で
す
。　
　
　

    　
　
　
　
（
小
林
國
雄
）

　
南
米
・
チ
リ
の
盆
栽
界
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２
０
１
２
年
９
月
、
尖
閣

諸
島
の
問
題
で
反
日
デ
モ
が

く
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
中
、

中
国
・
広
東
省
盆
景
協
会
の

25
周
年
の
大
会
に
招
待
さ
れ
、

広
東
省
の
中
山
に
向
か
っ
た
。

反
日
の
影
響
を
考
え
、
私
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

舞
台
で
の
日
本
人
の
紹
介
は

と
り
や
め
と
な
っ
た
が
、
皆
、

私
に
親
切
に
し
て
く
れ
た
。

大
会
に
来
て
驚
か
さ
れ
る

こ
と
は
、
ま
ず
規
模
の
大
き

さ
で
あ
る
。
陳
列
さ
れ
た
盆

栽
の
数
も
六
百
鉢
あ
り
、
ま

た
そ
の
盆
栽
の
大
き
さ
に
は

圧
倒
さ
れ
る
。
十
メ
ー
ト
ル

近
く
も
あ
る
石
の
水
盤
に
寄

せ
植
え
さ
れ
た
樹
と
石
組
の

枝
で
自
然
を
現
し
て
、
中
に

は
水
を
循
環
し
て
流
し
た
り
、

人
や
馬
や
家
な
ど
の
添
景
を

配
し
て
い
る
作
品
も
あ
る
。

金
、
銀
、
銅
と
賞
を
付
け
、

出
品
者
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
た
。

開
幕
式
が
終
了
後
に
は
懇

親
会
が
開
か
れ
、
受
賞
者
の

お
祝
い
を
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
は
チ
ェ
コ
の
ノ
バ
ッ

ク
氏
が
参
加
し
て
い
た
。
台

湾
、
韓
国
、
タ
イ
、
香
港
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
二
千

人
近
い
人
々
が
い
た
。
大
型

バ
ス
一
台
を
借
り
切
り
、
海

外
か
ら
の
お
客
様
を
二
日
間
、

盆
栽
園
め
ぐ
り
を
し
て
く
れ

た
。
深
圳
か
ら
東
莞
へ
向
か

う
趣
怡
園
で
は
三
千
枚
近
く

の
支
那
鉢
を
見
て
驚
い
た
。

広
東
省
佛
山
市
に
百
二
十

軒
も
の
植
木
と
盆
栽
を
扱
う

業
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
台

湾
か
ら
移
民
し
て
来
た
人
も

多
い
と
い
う
。

盆
栽
は
、
千
三
百
年
前
に
中

国
で
生
ま
れ
、
八
百
年
前
に

日
本
に
渡
っ
て
来
た
。
日
本

人
の
感
性
と
美
意
識
に
よ
っ

て
現
在
の
盆
栽
の
型
が
確
立

さ
れ
た
。
彼
ら
は
日
本
の
盆

栽
は
型
に
は
ま
り
す
ぎ
て
い

て
お
も
し
ろ
く
な
い
と
言
う
。

し
か
し
盆
栽
の
中
か
ら
、「
侘

び
寂
」
を
感
じ
取
る
精
神
を

持
っ
て
い
る
の
は
日
本
人
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

我
々
日
本
の
盆
栽
作
家
は
、

中
国
か
ら
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
、
中
国
に
来
る
た
び
に

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
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楓（石付）　矢内信幸
今年は夏の暑さのため、培養管理に大変苦労しました。紅葉
の時季には少し早い展示となったのが残念です。
私は楓の石付き盆栽に大変魅力を感じております。この作品
も好みの一鉢であり、丹精の味わいがようやく出てきている
ように思います。

後
期
展
示
作
品

13

もみじ（獅子頭）　山田登美男
獅子頭は、数あるもみじの品種の中でも、特に人気があります。それは現代社会に好まれる条件が揃っているからでしょ
う。新緑と紅葉、そして落葉時の佇まいがそれぞれ美しく、また環境に強いことが特徴です。20 年にわたる育成の中で、
初めての床の間飾りとなります。幹模様の美しさをご鑑賞ください。

盆
栽
コ
ラ
ム

真柏　福舘 治
真柏は、私の一番好きな樹種であり、被災地の盆栽人として
思い入れが深い木です。今回、展示の機会を頂けた事に深く
感謝します。復興の狼煙の一端になることが出来れば幸いです。

盆
栽
と
彫
刻
と
は
、
形
を
立
体
的
に
造
り
出
す
こ
と
に
於
い
て

最
も
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
彫
刻
も
盆
栽
も
た
だ
形

を
精
巧
に
写
す
だ
け
で
は
芸
術
品
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

対
象
そ
の
も
の
が
持
つ
個
々
そ
れ
ぞ
れ
の
精
神
、
風
格
が
美
し
く
表
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

彫
刻
は
対
象
の
内
部
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
美
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
そ
の
魂
を
捉
え
て
余
計
な
も
の
を
取

り
除
く
仕
事
だ
、
と
い
う
。

盆
栽
も
そ
れ
と
同
じ
で
、
素
材
の
持
つ
余
計
な
も
の
を
取
り
除
き
植
物
の
成
長
力
を
気
長
に
育
み
、
形
を

整
え
、
自
然
美
を
生
動
さ
せ
る
こ
と
に
於
い
て
一
致
し
て
い
る
。

彫刻家（文化勲章 受賞者）

　　　 朝倉文夫　

 

盆
栽
は
自
然
美
の
表
現
！



山もみじ（石付）　菊岡成泰
　山を散策することが好きなので、その
ような景色をこの盆栽に観ております。
長年にわたる培養によって、根元にか
んだ石が幹と調和しており、この姿に
自然樹の美しさを感じております。

黒松（銘 翔鶴）　小林國雄 
　この樹を入手した時は、樹の頭頂部が大きく、幹も左に流
れていました。そこで、主木を右に倒し、頭頂部を小さく
仕立て直して右に寄せ、左下に伸びる差し枝を用いて、こ
の樹に空間と流れを作り上げました。

もみじ（紅千鳥）　秋山 実
もみじの品種の中でも、芽吹きと紅
葉が非常に綺麗な「紅千鳥」の特徴
を生かし、葉を鳥に見立て、まさに
千鳥が飛ぶかのような情景を、作品
づくりに込めました。また根張りか
らの立ち上がりと、幹の動きのすば
らしさも相まって、自然と人為とを
合わせ、盆栽の品格を表現できるよ
う心がけました。
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黒松　田中泰道
25 年前、四国で購入し、それ以来ずっ
と作り込みを続け、やっと今の形に
なりました。元々の幹の曲がりが良
かったので、山採りの味が出ました。

赤松　鈴木英夫
本樹は、長野産の赤松です。幹の頂上が垂直に折れ曲がっ
た特徴を生かし、文人木調の姿に仕上げました。この垂直
に下がった幹を曲げ込みながら、再度上に向け、自然の厳
しさと生きる力を表現しました。

※ ３月に都合により、鈴木英夫氏が退会されました。
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